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核融合エネルギー再認識
夢の実現に向けてパネル討論

中原恒雄 発言要旨

• １） 長期の温暖化対策（２００９年時点予測）
• ２） 炭酸ガスの放射を減らすことは可能か？
• ３） 一次エネルギー供給はどうなるのか？
• ４） その際要求される核装置はどうなるか？
• ５） 夢のHe3核融合の実現可能性あるか？
• ６） 資源調達は可能か？
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長期の温暖
対策２００９年
時点の予測

長期の温暖化
対策（２００９年
時点の予測）

＊２００９年３月末の豪州工学アカデミー主催の「発電の技術変革への対応」の
国際会議で日本工学アカデミー-代表として講演した際の資料の一部

２０１１年の
ＣＯＰ－１７では
国際合意は
流動的
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４炭酸ガス放射は、２０５０年に現在の半分に ２１００年には現在の１０％に

地球温暖化の原因に
ついては尚議論もある

「2100 年原子力ビジョン」 -低炭素社会への提言-（2010年10月）
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あらゆる地球環境
（地震・津波・台風・長雨等）

のベキ分布的検討必要

超安定エネルギー（電力）供給は経済・産業・雇用・生活に必須

「2100 年原子力ビジョン」 -低炭素社会への提言-（2010年10月）
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６ＦＢＲ（トリウム溶融塩炉含む） 核融合炉本格実用化 高温水素発生装置

「2100 年原子力ビジョン」 -低炭素社会への提言-
（2010年10月）
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住友グループ百年後
及びＩＥＥＥ１００年
の夢の技術予測より
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高温超伝導技術

小型化
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８ヘリウム ３ を採掘、地球へ


